
 

 

 

       

 

☆ 前期終業式  そして「魅せます」運動会 ☆ 
 
本日、前期の終業式が行われました。「前期の反省」の場面では、代表児童が全校児童を

前にして発表をしてくれました。自分を調整（修正）しながら粘り強く努力を続けてきたこ

とがよく伝わってきました。前を向き、自分で決め、「七転び八起き」であっても取り組み

続けることの大切さを感じさせられます。 

 

また、子どもたちの姿は、落ち着いていて気持ち 

の引き締まったよいものでした。もちろん、事前に 

は学級担任の指導がありましたが、その日その場の 

雰囲気は、高学年を中心として子どもたち全員によ 

ってつくられています。集団としてのよさも見せて 

くれました。 

子どもたち一人一人は、キャリア・パスポートに 

前期の振り返りを書き留めています。後ほどご覧く 

ださい。 

 

 
 
今月２６日（土）には運動会が予定されています。どんな運動会にしたいか‥学級では子

どもたちなりに考え、その後、代表委員会に持ち寄って話し合いました。今年度のスローガ

ンは、次のように決まりました。 

 

 

 

 

 

競技や演技はもちろんのこと、上学年は運動会の運営にあたる各係（進行、出発、記録審

判、準備、救護、放送、招集誘導）の動き、下学年は児童席での応援も見どころです（お見

逃しなく）。 

限られた時間ですが、今週から本格的に練習がはじまっています。一生懸命に練習してい

ますが、本番で転んでしまったり、失敗してしまったりすることもあるでしょう。そんな時

こそ、最後までしっかりやり切るたくましさを見せてほしいと願っています。是非、保護者

の皆様、地域の皆様のあたたかいご声援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく考え、進んで行動できる、心身共にたくましい児童の育成 

＝ ＝ 強く 明るく 考える ＝ ＝ 
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ちょっといい話 
 先日、高田小学区の方からうれしいお電話をいただきました。その方は少し目が不自由な方だ

そうです。 

「高田小の子ども（数名）が、『スズメバチの巣がここにあるから（気をつけて）』と教えてくれ

たり、近くのお店に買い物に行ったとき優しく声をかけてくれたりと、優しくしてくれて、うれ

しくてお電話しました。」とのことでした。 

 この電話をいただいて、私も心が温かくなるのを感じ、うれしい気持ちになりました。 

霞ヶ浦湖上体験学習 
９月１８日（木）、４年生が総合的な学習の一環と 

して、霞ヶ浦湖上体験学習を行ってきました。最初に 

霞ヶ浦環境科学センターで、水質実験を行ったり、展 

示物の見学やその説明を聞いたりして霞ヶ浦の環境に 

ついて学びました。また、ラクスマリーナで船に乗り、 

霞ヶ浦の湖上を遊覧したり、水質や透明度を調べたり 

しました。学校にはないような器具を使って観察をし 

たり、船に乗ったりと、貴重な体験学習となりました。 

 

 

５･６年東京遠足 
 ９月２５日（水）、５･６年生が東京遠足に行ってき 

ました。午前中は、国会議事堂の本会議場など見学し、 

衆議院議員（茨城３区）の方から直接話を聞くことも 

できました。午後のガスの科学館では、館内を見学し 

たり、空気をガスの力で温めて気球が浮かび上がるの 

を見たりしました。たくさんのことを学んだ、有意義 

な一日を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポニー乗馬教室 
 ９月９日（月）、特定非営利法人マメポニさんの 

ご協力のもと、１・２年生がポニーの乗馬体験を行 

いました。乗馬について説明を聞いて、ポニーにえ 

さをあげたり、触ったりしたあと、実際に乗らせて 

もらいました。子供たちからは、「また乗りたい」と 

の声が聞かれ、楽しい時間になりました。 

 

 

心を一つに 
全力勝負だ！ 高田小 

代表児童の発表を聴く子どもたちの様子 


